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研究成果の概要（和文）：本研究では、幼老統合ケア及びそれに基づく世代間交流の効果を、３

年間にわたって大阪市内の特定地域での多世代交流会、高齢者と子どもの複合施設（宅幼老所）、

地域住民の居場所、認知症高齢者施設において総合的に調査研究した結果、子どもは生活習慣

や他者（特に、高齢者）への共感能力が身につき、高齢者は生き甲斐と自尊心が生まれるとと

もに、母親の子育て支援に対しても社会的祖父母力を発揮できることが実証された。 
 
研究成果の概要（英文）：In this study, as the effect of intergeneration and exchange among generations 
based on it over three years, through intergeneration of an area in Osaka city, a complex facility which 
children and old men live together ("Taku-yourousho"), a comfortable place for inhabitants, and a 
dementia elderly-people institution, it turned out to be as follows. Namely, for the effect of 
intergeneration, a child got into habits of life and a sympathy ability to others (especially, 
elderly-people), while elderly-people could show their ability of child-care support for a person bringing 
up a child (especially, a mother), so-called "power of social grandmother and grandfather", including 
retrieving a reason for living and pride. 
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１．研究開始当初の背景 
現在、わが国は出生率の低下により子ども

が減少するその一方で、高齢者が増加すると

いった少子高齢化社会を迎えつつある。少子

高齢化社会は、将来の労働力を確保できない

上に、激増する高齢者への扶養や介護で親世
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代の負担が重くなり、近い将来、社会そのも

のが機能不全に陥ることが懸念されている。

こうした状況を乗り超えるべく、政府は新エ

ンジェルプラン、年金制度、新ゴールドプラ

ン、介護保険制度等々、さまざまな打開策を

講じているが、残念なことに、世代毎の生活

問題への対処療法でしかなく、生活全体から

みて文脈を欠いたバラバラのものとなって

いる。いま求められる少子高齢化社会の打開

策とは、「子育て」、「家族の暮らし」、「高齢

者の生活」を相互に関係づけ、トータルな暮

らし方の変更をもたらすものではないかと

考えられる。そこで、こうした将来の不安を

払拭するために、新しい少子高齢化社会のビ

ジョンとそれを裏打ちする社会保障理論を

構築するとともに、その具体化として幼老統

合ケアに基づく多世代交流（世代間交流）プ

ログラムの開発と実践及び新しい生活文化

の創造が喫緊の課題となると考えた。 

 
２．研究の目的 
 現在、幼老統合ケアに基づく世代間交流は、

子ども世代、高齢者世代（前期・後期高齢者、

虚弱・認知症高齢者すべてを含む）、親世代

の相互交流及びその継続的組織化を通して

教育効果と経済効果をもたらすものである

が、本研究ではこうした世代間交流を空間の

スケール、すなわちミクロ、メゾ、マクロの

３つのスケールに類型化した上で、それぞれ

の実践状況を観察・測定・分析することによ

り、幼老統合ケア及び世代間交流の効果を実

証することを目的とする。具体的には、３つ

のスケールごとの目的は，次のようになる。 

(1)ミクロ・スケール 

 生活科学の立場から今日の子どもたちの

生活時間、生活環境・状況、対人関係、特に

高齢者とのかかわり状況や高齢者観等の生

活実態について個々の小学生（特に、都市圏）

を対象に明らかにする。特に、子どもの生活

スタイルの中で高齢者とのかかわりがどの

ような意義があるのかを解明する。 
(2)メゾ・スケール 

①「宅幼老所（三世代交流共生住宅）」と呼

ばれる学童保育所と高齢者施設（老人ホー

ム）の複合施設の中で，子どもと高齢者との

持続的な幼老統合ケアの成果、特に高齢者の

認知面・行動面の改善から捉えることを目的

とする。本研究は実際に、最先端の宅幼老所

で幼老統合ケアを実践している施設に協力

してもらい、その効果を明らかにする。 

②大学周辺の K 地区で小学校・保育所・自治

会館・土地改良会館などを拠点に、研究グル

ープと主任児童委員ならびに K 区自治会や

社会福祉協議会などが協力して、地域の子ど

もたち（乳幼児・小中高校生）と高齢者が３

年間、継続的に幼老統合ケアに基づく世代間

交流会を実践し、その成果を子どもたちサイ

ド、高齢者サイドから明らかにするとともに、 

世代間交流に適切なプログラムを開発する

ことを目的とする。 

③医師によってアルツハイマー型認知症と診

断された高齢者に対して回想法を用いた幼老

統合ケアによって参加者にどのような改善が

生じたかについて解明する。 

(3)マクロ・スケール 

 地域住民主体の街づくりのもと、その拠点

をお寺及びそこに付設された地域交流空間

（愛称「おも路地」・駄菓子屋と児童文庫併

設）における、地域の子どもと高齢者が教材

（手製のおもちゃづくり、紙芝居、ベイゴマ

等の伝承遊びなど）を介してかかわっている

状況から世代間交流の意義を明らかにすると

ともに、研究グループ自らも実践プログラム

を提案・実践し、その効果を検証する。 

 
３．研究の方法 
(1)ミクロ・スケールの研究としては、前述



 

 

した目的のもと、主任児童委員や民生委員の

協力を得て都市圏の小学生を対象に、アンケ

ート調査を実施し、統計解析によってその状

況を分析・解明する。 

(2)メゾ・スケールの研究の各々は、次の通

りである。 

①宅幼老所における子どもと高齢者のかか

わりを高齢者自身の変化（改善）を認知・行

動尺度から分析する。子どもの改善面につい

ては、インタビューや観察を通して解明する。 

②についても、上記(2)①と同様の手法で分

析・解明する。 

③M 市立 K 附属病院精神神経科を受診し、認

知症高齢者５名（平均年齢 77.4 歳）に対して

臨床心理学専攻の大学院生・学生と患者の子

息がグループ回想法を通して幼老統合ケア

を、約１時間のセッションを週１回の頻度で

合計 10 回実施し、本実践の前後で認知症高

齢者にどのような回想・発言の内容、すなわ

ち改善パターンが見られるかについて、長谷

川式認知症スケールと Mini-Mental State 

Examination という２つの評価尺度を用いて

測定・分析する。なお、回想テーマとしては、

自己紹介、人生で最初の思い出、小さい頃の

遊んだ思い出……これからしてみたいこと

というように、幼年期より時系列的に回想を

辿る野村豊子の手法を用いる。 

(3)マクロ・スケール 

 「おも路地」における世代間交流の意義を

ここに集う大人へのインタビュー調査を行

うことで解明する。 

 

４．研究成果 

 研究成果は、前述した研究の方法(1)～(4)

に対応させながら、順次、論述する。 

(1)ミクロ・スケール（今日の子どもの高齢

者［主に、祖父母］とのかかわりの状況と

高齢者観のみを提示） 

  今日の子ども（小学生）たちが自分の祖父

母や地域の高齢者とどの程度かかわりをもっ

ているか、そして彼らはそうしたかかわりの

中で高齢者についてどのようなイメージを抱

いているかについて、都市圏の小学生、1703

名を対象に、アンケート調査を実施した結果、

次のような知見が得られた。 

  今日の子どもの大半は、祖父母を構造的に

排除した核家族で育つため、親しくしている

高齢者がいる子どもが 1709 名中 541 名

（31.7％）とあまり多くないが、半面、いる

と回答した子どもは祖父母の友だちや隣の高

齢者と親しくしていることがわかった（グラ

フ１）。また、子どもの高齢者観は、暗い・汚

い・気難しい・厳しい等、嫌なイメージを抱

いている者が、687 名（40.2％）と高いが、

反対に礼儀正しい・知恵や経験がある・尊敬

していると回答した者も、1022名（59.8％）

と高い（グラフ２）。しかも、高齢者とかかわ

りのある子どもは、そうでない子どもと比べ

ると、ポジティブな高齢者観を抱いているこ

とがクロス集計から判明した。さらに、高齢

者との交流の希望については、遊びが 551 名

（32.2％）と最も多く、次いで生活・学習が

433名（25.3％）と多かった（グラフ３）。交

流の希望についても、普段、高齢者とのかか

わりのある子どもの方がそうでない子どもよ

りも、積極的であることがわかった。 

 グラフ１ 親しくしている高齢者 

 

グラフ２ 高齢者に対するイメージ（高齢者観） 

 



 

 

 グラフ３ 高齢者と交流したいこと 

 

(2)メゾ・スケール 

①宅幼老所における高齢者と子どもとの継

続的な交流（幼老統合ケア） 

学童保育所と老人ホームが合体した、ある

複合施設において子どもと高齢者が相互交

流した結果、次のような知見が得られた。 

認知面及び行動面に対するフィールドワ

ークと評定の結果、子どもと一緒にかまどで

ご飯炊きをしたり、料理づくりをした上で一

緒に食べたり、ゲーム等で遊んだり、散歩し

たりすることにより、認知面（記憶力、思考

力、想起力など）及び行動面（生活習慣力、

実行力、コミュニケーション力など）の両面

において向上がみられた高齢者が 22 名中 13

名［59.1％］（顕著な者は６名［27.3％］）、

交流前後で変化がなかった高齢者が１名、反

対に、状態がかなり悪化した（マイナス効果

の）高齢者が５名［22.7％］（顕著な者は２

名［9.1％］）いることが判明した。 

この結果から、概ね、高齢者は子どもとの

交流でエンパワメントされるが（その意味で

は幼老統合ケアの効用が証明されたが）、一

部の高齢者にとってはマイナス効果をもた

らすことから、幼老統合ケアは、高齢者の生

活状況、心身状態、特性などを見極めた上で

実践していくべきであることが明らかにな

った。また、フィールドワークや聞き取り調

査から、高齢者がかまどでのご飯焚きや整理

整頓など得意なこと（昔取った杵柄）を施設

職員に代わりに行うことにより、施設として

は相当の経済的効果が出ることがわかった。 

②特定の学区における高齢者と子どもとの

世代間交流（学びと遊び） 

大学周辺の地域社会において、地域の主任

児童委員、自治会、社協の協力のもと、学童

保育（いきいき放課後事業）や学区の小学生

等と、地域の高齢者によって月２～３回、約

３年間、合計 55 回の世代間交流実践（※関

係する実践の総計は 120回程）を行った。そ

の結果、次のような知見が得られた。 

通算 55回実施された多世代交流会のうち、

その約 2／3 に参加していた高齢者（14 名）

にとって、とりわけ、やりがいのあるプログ

ラムは、子どもとの料理づくりと、地域のカ

ルタ作りであることが判明した。なかでも、

カルタ作りは継続的で時間を要する課題で

あるため、普段つきあいのない高齢者同士に

親密な関係が生まれたことは思いもかけな

い成果であった。本実践では、それ以外にも、

高齢者による回想法を用いた昔語り、絵本の

読み聞かせ、紙芝居、手作り玩具、科学実験、

おりがみ遊び等の伝承遊び、女子児童を対象

としたお人形遊びやドールハウスを用いた

ごっこ遊び等々、様々な教材・教具（仕掛け）

を用いて実践したが、高齢者からすると、こ

れらの伝承遊びは、“一方的に子どもに教え

ている”という意識が強く、高齢者主導にな

りがちであり、子どもと相互交流している実

感が低かった（実践後のインタビュー調査に

基づく）。つまり、伝承遊びは、「遊び」とし

てよりも、「勉強」として子どもたちに受容

されていることから、今後の世代間交流プロ

グラムの開発においてその点に留意しなけ

ればならない。 

それに対して、高齢者及び子どもにとって

とりわけ好評であったプログラムは、両者へ

の調査の結果、複食（子ども世代、高齢者世

代、親世代が各々自分の好む料理を独自の素

材を用いてつくり、そのつくった料理を互い

に食べ合う実践）であることが判明した。 



 

 

③病院における認知症高齢者を対象とする

継続的な幼老統合ケアの実践とその成果 

 認知症高齢者を対象とする幼老統合ケア

（多世代交流）は、臨床心理士の教員が主に

なって約３年間、回想法を中心とする継続実

践・研究をＫ病院で行った結果、多くの成果

が得られた。その代表的な１つは次の通りで

ある（ごく一部の研究成果を下記に示す）。 

グラフ４のように、10回連続の幼老統合ケ

アの結果、とりわけ、A・Cの２名に関して改

善の表れと考えられる「統合的回想」が見出

された。ただ、この２名は別に実施した個人

単位での回想法でも顕著な効果を挙げている

ことから今回の結果は当然の帰結であった。 

 グラフ４ A・Cの統合的回想の変化 
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むしろ、今回のグループ回想法で顕著な改

善が見られたのは、グラフ５のように、認知

機能障害の重篤さや人生への志向性の希薄の

ため、個人の内面への深まりがないB・Dの２

名が、グループの展開に伴って、「聴き役」

や「グループの進行を促す役」といった役割

を見出すことにより、社会的・対人関係的な

方向への進展が見られ、そのことがこの２名

の改善につながったことである。 

グラフ５ A・Cの相槌と肯定的反応の変化 
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 そのことは、幼老統合ケアの枠組みのもと、

高齢者同士のかかわりがいかに重要であるか

を示している。ただその一方で、Eのように、

参加者の認知機能、生活背景、特性によって

は、回を追うごとに、グループの進行に参加

することが難しくなるなど、対人交流を促す

といったグループ回想法の利点を生かし切れ

ない場合もあることが示唆された。 
(3)マクロ・スケール 

「おも路地」に集う大人には、１）保護者、

２）ボランティア、３）地域住民や観光客と

いう３タイプがあることが判明し、「なぜ『お

も路地』に来ているのか」を彼らにインタビ

ュー調査したところ、次の知見が得られた。 

１）保護者からは、「自分の子どもが通う

から」という回答が最も多く、次に「友達が

通っていて、自分も一緒に来た」「駄菓子屋

のおばちゃんと会話できるから」であった。

特に、「駄菓子屋のおばちゃんは、子育ての

先輩なのでよく話を聞いてもらっている」と

いう子育て支援の面も担っていた。それはス

トレス解消となり得る。２）ボランティアか

らは、「楽しいから」「子どもが好きだから」

「シニアの方と親しくなれるから」という回

答が多くかった。特に、「いい加減」にかつ

「自発的に」活動できるところに、「おも路

地」の魅力を感じている者が大半であった。

３）地域住民や観光客からは、「たまたま通

りかかって立ち寄ってみた」「懐かしいと感

じた」など、一時的な興味を持って覗いたと

いう回答が得られた。また、「平野マップで

見て、楽しそうだと思ったから」という観光

客もいた。その理由は、「おも路地」及びH

区には駄菓子屋や路地、各種の“博物館”と

いった普段見られない、昔懐かしい空間が

多々存在するからである。このように、集う

理由は三者三様であるが、すべてに共通して

いるのは、集う理由として「おも路地」の楽

しさ、良い意味でのいい加減さ（寛容さ）が



 

 

見られることであり、それは、世代間交流の

原点であることが判明した。 
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